[image: image1]
[image: image4.png]



[image: image2.png]


[image: image3.png]


勇気をだして
奈良・佐伯　柚子
　小学五年生のある夏、駅前で小さな紙切れを手に色んな人に声をかけている中年の女の人を見ました。声をかけられた人は、忙しそうに手で断りの合図をしたり、無視をしたり、その人に声をかけられない様に目線を外したりしていました。駅の改札に向かっていた私の方にもその女の人が近づいてきました。「なんやろう･･･ちょっと怖いなぁ。逃げようかな。」頭の中をこんな考えが駆け巡りました。
　しかし、ついに声をかけられてしまいました。女の人は，紙切れを手に必死に私に何かを話してきましたが、何を言っているのかうまく聞こえません。
「えっ？何ですか？」

何度、聞き返しても、よくわかりません。私の心の中で、「あっ、この人障がい者だ。上手くしゃべれないのかな？どうしよう。わからない。誰か大人に助けて欲しい。」という気持ちがうず巻いてきました。しかし、遠まきに見る人はいても、助けてくれる人は誰もいませんでした。

　私は、覚悟を決めて、女の人の持っている紙を見せてもらいました。その紙には、
『私は耳が聞こえません。主人の会社に電話をして、ケガをしたから○○病院に行くので来て欲しいと伝えて下さい。電話○○－○○○○』

と書いてありました。「えっ、私が全然知らない人に電話をかけるなんてどうしよう。紙なんか見なきゃよかった。嫌だ。電車にも乗り遅れる。」と後悔の気持ちがドッと押し寄せて来ました。「だけど、私が断ったらこの人は一から声をかけ直して助けてくれる人を捜さなければいけなくなる。頑張って電話をしてあげよう。」
　私は勇気を振りしぼり、一番近くにある公衆電話の受話器を取りました。だけど、女の人の名前もわからなければ、ご主人の名前もわからない。どうやって、この状況を伝えたらいいのか、またまた大きな不安の波が押し寄せてきました。だけど、私の手の中には受話器と渡された１０円玉が数枚ありました。今さら断ることなど出来ません。私はもう一度勇気を振りしぼり、電話をかけました。
　トゥルル･･･。すぐに事務の人らしき人が出て、事情を話すとすぐ理解してくれ、ご主人に代わってくれました。ご主人は、何度も何度も、
「本当にご親切にありがとう。ありがとうね。ありがとうね。」

と、お礼を言ってくれました。

　ご主人に伝わったことを、女の人に伝えようと、私は、自然にニコッと笑顔でＯＫサインを出しました。女の人は、何度も頭を下げてお礼を言ってくれました。その時、女の人が「ありがとう。」と言ってくれる声が私にははっきりと聞こえたのです。

　その後、女の人が自分のお財布を出して、コンビニでアイスを買ってくれようとしましたが、丁寧にお断りをして、その女の人と別れました。

　電車に揺られながら、すごく清々しい気持ちで満たされていました。頑張って勇気を出して電話をかけて本当に良かったなと心から思いました。

　今の世の中は、とても忙しい人が多いです。正直、自分の用事をすることで精一杯の人もたくさんいます。又、他人に無関心な人が多い世の中でもあります。
　人と、コミュニケーションを取るのが面倒だったり、中には人と話をすることさえ、憶くうな人もいます。人と話をしたり、関わったりしなくても、極端にいえばインターネットの中だけでも十分生活が出来る社会です。

　しかし、そんな生き方が本当に人間らしい生き方でしょうか。私はあの体験を通して、困っている人を、勇気を出して助けてあげた時の清々しい気持ちを知りました。又、自分自身を好きになることが出来ました。

　他人に声をかけることは勇気のいることです。家から一歩出てみると、困っている人は案外すぐに見付かります。階段の前で立往生しているベビーカーを押しているお母さん、荷物の多いお年寄り、目の見えない人、転んでケガをしている子供などです。

　困っている人、助けを求めている人には自分から「どうしましたか？」「何かお手伝いしましょうか？」と勇気を出して声をかけてみる。そんな勇気一つで声をかけた人、声をかけられた人が、清々しい気持ちになれれば、社会全体が明るくなっていけると信じています。
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